
レアバリアント疾患ゲノム解析産学協同研究部⾨
-核酸創薬スクリーニング基盤としてのスクリーニングプラットフォーム構築-

■研究開発の概要
本研究部⾨は、疾患ゲノムの解析および関連技術開発を主たる⽬的として、レアバリアント疾患ゲノム解析
産学協同研究部⾨として、令和２年８⽉より新たに設置された研究部⾨です。中部地区全域のゲノム解析
研究の活性化を図るとともに、国内最⼤規模の核酸創薬開発のためのスクリーニングプラットフォームを構築す
ることを⽬指しています。
ゲノム解析に関わる全⾏程(サンプル収集・ライブラリ作成・データ取得・QC・各種バイオインフォマティクス解
析)について、より⼤規模かつ⾼効率に精度管理された状態を安定的に維持する⽅法を開発し、⾼い信頼性
を必要とする創薬スクリーニング基盤をより安価に実現するための⽅法について研究開発を進めてまいります。

■研究体制
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環境医学研究所
MIRAIC-未来の医学研究センター

最先端情報解析パイプラインの構築

+

⼤規模ゲノム解析センターの構築

名古屋⼤学研究室にて構築済みのゲノム解
析センター機能を基盤としてレアバリアント社、
Genomedia社等と連携して整備を進め、
中部地区最⼤のゲノム解析拠点を構築。

臨床データ＆ゲノムデー
タを解析するための
基本的ソフトウェアパイ
プラインや⾼速⼤容量
のストレージの開発・構
築を進め、
名古屋⼤学発の解析
パイプラインによるサー
ビス提供を展開してい
ます。

■連絡先 e-mail: contact@rarevariant.co.jp Tel: 080-9357-6534



NASHに対する医⼯連携研究プロジェクト
「超分⼦医薬による肝線維症に対する先制医療の実現」

■背景
ライフスタイルの欧⽶化に伴って⽣活習慣病は増加の⼀途を辿り、健康寿命や医療経済の観点から
も、その克服は喫緊の課題です。⾮アルコール性脂肪肝炎（NASH）は、アンメット・メディカ
ル・ニーズの⾼い⽣活習慣病として知られています。すなわち、NASHの確定診断には侵襲的な組
織検査（肝⽣検）が必要で、NASHに対する特異的な治療法も存在しません。⽣活習慣病治療の特
徴として、⻑期間の安全性と低侵襲性が求められ、新規治療戦略に対するハードルが⾼いことが挙
げられます。異分野融合による新技術の導⼊が望まれますが、同時に、専⾨領域が⼤きく異なる連
携の難しさもよく認識されています。

■⽬的
本寄附研究プロジェクトと連携する環境医学研究所分⼦代謝医学分野では、過剰な栄養が脂肪組織、
肝臓、腎臓などに慢性炎症を誘導し、臓器障害に⾄る分⼦メカニズムを解明するとともに、医⼯連
携にも取り組んできました。そこで本研究プロジェクトでは、特⾊ある技術を有する⼯学系研究者
との連携により、⾼分⼦材料を⽤いたNASHの新規治療戦略を開発します。また、医⼯連携を担う
若⼿研究者の育成に努めます。

■研究内容
１．微⼩代謝環境を標的とするNASH治療法の開発
２．⾮侵襲的NASH画像診断法の開発

■研究体制
・特任准教授 伊藤美智⼦

（兼任︓神奈川県⽴産業技術総合研究所）

→ 2024年1⽉ 東京医科⼤学⽣化学講座
 主任教授に転出

・特任講師 ⾕⾙知樹
（専任） 

住友電⼯グループ
社会貢献基⾦
⼤学講座寄付

■連絡先 e-mail: ohnishi@riem.nagoya-u.ac.jp
  Tel: 052-789-3883
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